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1　はじめに
　幼稚園や保育園での子どもの生活は、家庭で
の生活を基盤としている。近年、家庭や家庭を
取り巻く社会状況の著しい変化のなかで、家庭
の教育力の低下が指摘されている。子どもの教
育に過度に熱心な親もいれば、ほとんど関心を
持たない親もみられる。そのため、家庭での育
ちが原因で、園で問題を起こす子どもも多くみ
られる。問題のある子どもをかかえている保育
者は、知らず知らずのうちに、問題のある子の
家庭をみる目が厳しくなってきて、保護者を指
導しようとする。しかし、そのような認識で家
庭との連携を進めていこうとした時、保育者と
して予想もつかないような問題に直面すること
がある。
　保育者が子どもの成長を願っているように、
多くの親はわが子の成長を願っている。園と家
庭との連携は、そのような大切な子どもを中心
において、子どもの生活を充実したものにし、
発達を促していくにはどうしたらよいかという
視点に立って、園と家庭とが力をあわせていく
ことを本質とする。
　それは、保育者が保護者を啓発し指導するこ
とでも、園の方針に家庭から協力してもらうこ
とでもなレ㌔園が一方的に家庭の問題点を指摘
し改善を求めたり、上から家庭の協力を求めた
りすると、家庭は園に不信感をもつようになる。
不信感は子どもに悪影響を与えて、子どもの生
活を充実したものにすることに繋がってはいか
ない。保育者と保護者が子どもの成長・発達を
願う・者同士として、対等な立場で話し合い、相
手を理解し、信頼関係を築いていくことが連携
の出発点であり、基盤となる。
　本稿は、こうした視点に立って、ある幼稚園
でおこった子ども同士のトラブルの事例を通し
て、保育者は保護者とどのように連携をはかっ
ていったらよいかについて考察することを目的
とする。
2　事例一幼稚園での子ども同士のトラブルと
保育者の対応
（1）第19回全日本私立幼稚園連合会関東地区
教員研修会が2004（平成16）年8月20、21日
横浜市で開催されたが、本稿で取り上げる事例
はその第11フオーラム「家庭との連携」でH
幼稚園S教諭から報告されたものである。こ
のフオーラムは新潟県が担当したものであり、
筆者は企画の段階から参画し、事例の検討にも
加わった。以下、S教諭の報皆をもとに、事例
を説明する。
（2）H幼稚園は新潟県A市にあり、2GO4年4
幼児教育学科
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月当ll寺、3歳児1クラス、4歳児2クラス、5
歳児2クラスからなる圃児総数82名の幼稚園
であった。S教諭は4歳児16名のクラス担任
であったが、彼女のクラスにはAがいた。A
は父・母一兄（小3）との4人家族で、3歳
入園、4歳のクラス変えではじめて彼女のク
ラスになった。S教諭によれば、　Aは「友だ
ちとの関わりを求めるが、自分勝手なところ
が多く思い通りにならないと友だちに嫌なこ
とを君ったり、遊びから抜け出すことが多い」
子であった。S教諭の願いは、　Aが「自分の
思いを素直に相手に伝え、豊かな人間関係を
築いていってほしい。保育者にも甘えること
のできる子になってほしい」ということであ
った。友だち関係は、同じクラスのCと遊ぶ
ことを好み、独占したい思いがあった。しかし、
Cは隣のクラスのBともi親しく、AはBを邪
魔に思っていた。
（3）トラブルは5月の末に発生した。担任が戸
外で遊んでいた子どもたちに片付けをするよう
に促すと、Aは片付け始めたがBはすぐには
片付けをしようとはしなかった。そこで、A
はなかなか片付けないBのオモチャをしつこ
く取り上げようとし、嫌がるBのオモチャを
無理やり片付けようとした。するとBは怒っ
て、Aの腕を噛んでしまった。
　担任はAには、「Bに片付けをするよう教
えてくれたことは良かったが、Bは今の遊び
の区切りがついたら片付けようと思っていた」
ということを知らせた。また、Bには、「片付
けようと思っていたのに、Aに言われたこと
が嫌だったのかもしれないが、どんな理由が
あっても噛むことはいけない」ことを、Aの
傷を見せながら知らせた。
　S教諭は．Bの担任と話し合い、　AとBの
〈Aの担任〉
普段、Aが原因で友達とのトラブルが
発生してしまうことも多く、それを母
親に伝えたいと思っていたこともあ
り、今回のトラブルに関しても噛んで
しまったBだけが悪いのではなくA
とBの両方に原因があったことを母
親に話した。
園での出来事については、担任の責任
が大きいと考えているので、そのこと
について詫びる。（また、Bの名前は
伝えなかった。〉
〈Bの担任〉
けんかの内容を伝える中、噛んでしまっ
たのはいけないことだが、Bだけが悪い
のではなく、思いを伝え合えなかったこ
とが原因でトラブルになってしまった
ことを知らせたe「謝った方がいいか？」
と聞かれたが、自分が見ていなかった時
のトラブルで、担任の責任もあるため
「謝ってほしい1とは言えず、「すぐに
謝る方もいるが、謝らず会った際に謝る
方もいる」と知らせたeその中には「謝
った方が良いのでは・・jという思いも
あったのかもしれない
電話連絡 電話連絡
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〈Aの母親〉
まだ傷をみていないこともあっ
てか、心配しながらも担任の話
に理解を示しながら落ち着いて
話を聞く
〈Bの母親〉
傷を負わせたことは悪いことだ
と思っていたが、原因を聞き、
迷いながらも、直接A宅には謝
らなかった。
翌日 ???翌
「昨日のことについて、相手宅よ
り謝罪がない。なんで謝らないの
ですか？　謝ってほしい」と連絡
帳を通して伝えてきた。　（理由は
ともかく傷を負ったことを不快に
思っていた。）
←一
お詫びの
電話
Bを送ってきた時に、担任と話をし、
昨日のことを聞いてくる。担任は昨日
よりも傷が目立つようになっているこ
とを伝えると、謝りたいので連絡先を
教えてほしいと聞いてきた。（Bの母親
に、Aの母親が謝罪してほしいと言っ
てきたことは伝えていない。）
図1　家庭への連絡内容と母親の反応
家庭にはそれぞれの担任が幼稚園でおきたこと
についてその日のうちに知らせることにした。
S教諭が作成した資料によれば、各家庭への連
絡内容とそれぞれの母親の反応は図1のとおり
である。
　S教諭によれば、自分はトラブルが起こった
その日のうちにAの母親に電話で園での状況
を十分説明し、「自分の注意が足りなかった」
と謝罪した。また、結果的には翌日になってし
まったが、Bの母親からAの母親にお詫びの
電話をかけ謝罪をしたので、この件はこれで終
わりにしたいと考えた。ただ、今回のトラブル
で、Aの母親はBとBの母親に不信感を持っ
てしまったように感じた。
　この事件の後1⑪月末まで、AとBとのトラ
ブルはしばしば起こったが、クラスが違うこと
もあり、特別な対応はしなかった。また、Aの
母親は6月から10月にかけて毎日のように連
絡帳に家庭でのAの様子を書いてくるが、担
任への要望や不満を言ってくることはなかっ
た。
（4）IO月末になると、　Aは「幼稚園に行きた
くない。だってBが恐いから」と言って登園
を渋るようになる。Aの母親は、「Aが幼稚園
でBに首をしめられ、それが心の傷となって
登園を渋っている」と担任に話す。担任のS教
諭は「本当にBはAの首をしめたのであろう
か？」とAの母親の言葉に疑問を持つ。そし
て、S教諭は、　Aの様子を見守ると共に、　Aの
言葉の意味を考え、「Aが登園を渋っているの
は母親の方に原因があるのではないか。もっ
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と母親はAへの接し方を考えてほしい」と思
うeまた、担任としては、素直に甘えられな
いAに対して散歩に行く時は一緒に手をつな
ぐなど、できるだけAと触れ合えるように心
がけていった。
　そうしたこともあってか、Aはr母親が幼稚
園まで迎えにきてくれるなら・・」「Cの家に
遊びにいってもいいのなら・・」「延長保育な
ら・・」などの条件を出しながら、なんとか登
圃する。登園後は今までと特に変わった様子は
見られず元気に遊ぶが、トラブルは多かった。
　幼稚圃の展覧会での保護者の集まりの際、A
の母親はみんなに「Aが登園を渋るのはBの
ことや、担任との信頼関係ができていないため
なのではないか」と話す。その場にいたCの
母親は、Aの母親の話を担任に知らせる。それ
を聞いた担任のS教諭は、「なぜ直接担任に言
わず、そのような集まりで言うのか。人のせい
ばかりにしないで、母親としてもっとAのこ
とを考えてほしい。Aと真剣に向き合ってほし
い」と思う。また、改めてAとの関係を見直し、
もっとスキンシップを心がけたり、今まで以上
にAのことを理解するように努める。そして、
Aの「延長保育なら」という言葉に、担任とも
っと深く関わりたいという気持ちを読み取り、
Aとできるだけ一緒に遊んだり、Aのつぶやき
やささやき、ささいな言葉なども聞き逃さない
ようにする。
　Aの母親はこの頃、ブリーダーを目指し、2
匹目の犬を飼い始め、犬を大変可愛がっていた。
そうしたなか、Aは、「BがAの家の犬なんて
死ねばいいと言った」と母親に言う。それを聞
いたAの母親は、担任にそのことを伝え抗議
する。担任のS教諭は、「またBのことを悪く
言っている。Bはそんなことを本当に言ったの
であろうか？」「Aの母親はAの言葉を鵜呑み
にしてばかりいないで、Aの本当の気持ちに気
づいてほしい」と思う。
　また、母親の話から、担任としてAともっ
と向き合う必要があると感じた。そして、Aと
二人きりで話をした方がよいと考え、「本当に
Bはそう言ったの？これは二人だけの秘密だか
ら誰にも言わないから」とAに言った。する
とAは、「もしかしたら夢だったかも知れない。」
「ぼくもお家の犬みたいに可愛がってほしかっ
た。」と話してくれた。
　Aは寂しかったのであり、愛情にうえていた
のである。そのことを痛感したS教諭は、改
めて担任としての自分の未熟さを感じたeAが
登園を渋っている原因を一方的に母親のせいに
してきたが、担任として自分にも責任があるの
ではないか。担任として自分はAの母親と本
気で向き合い、信頼関係を築いていこうとして
こなかったのではないかと反省した。そして、
Aの母親の希望をできるだけ受け入れることで
関係を修復させ、母親にAの心を気づかせた
いと思った。
　そうした時、Cの母親から、「Aの母親は担
任にAの良いところも、悪いところもすべて
連絡してほしいと思っている」ことを伝えられ
る。S教諭は、　Aの良いところはこれまで以上
に、またAの幼稚園での日々の生活をできる
だけ詳しく連絡帳等で知らせることにした。C
の母親はその後、幼稚園から帰ってからAと
Cが楽しく遊べる機会を何度も作ってくれた。
　10月末の経過は図2のとおりであるe
（5）ll月末になると、　Cの母親はCとAだ
けでなくBも加え、何人かの子どもたちと一
緒に遊ぶ機会を作ってくれた。そうした子ど
もたちの遊びの様子をみていたAの母親は、
Cの母親から「Aはわがままね」「もっとお母
さんに甘えたいのではない？」と言われた。A
の母親は、信頼していたCの母親からそのよ
うなことを言われてショックを受けたと、担
任に素直に打ちあけてきた。また、Cの母親
に自分と自分の子どものことについてはっき
りと指摘されたことによって、Aの母親はA
に対してもBに対しても見方を変えようとし
ていることが感じられた。そこで、担任は幼
稚園でのAの様子を知らせるなかで、Aの飼
い犬に対しての思いも伝えていった。
（6）12月になると、Aは元気に登園してくる
ようになる。相変わらず友だちとのトラブルは
多いが、担任に「ほくは、何もしていないのに・・」
と訴えてくるようになった。その際担任は、両
者の思いを聞きお互いの気持ちに気づけるよう
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A Aの母親 保育者
・登園を渋る。 ・Bが首をしめたことが原 ・BがAの首をしめたというAの母親
因で、Aが登園を渋ってい の言葉に疑問を持ち、登園を渋るのは
ると担任に話す 母親に原因があると考える。
・素直に甘えられないAに対して、散
・「幼稚園に迎えに来て 歩に行く時は手を繋ぐなど、できるだ
くれるなら・・」などの け触れ合えるように努める
条件付きで、何とか登園
する。登園後は今までと
変わった様子はみられな
いo ・展覧会での保護者の集ま ・なぜ直接担任に言わないでそんな集
りの際みんなに、「Bと担 まりで言うのか、人のせいにしないで
任が原因でAが登園を渋 母親としてもっと真剣にAと向き合っ
っている」と話す。 てほしいと思う。
・Aとできるだけ一緒に遊んだり、
Aの言葉を聞き逃がさないようにす
る。
・「BがAの家の犬なん ・Aの話を担任に伝え、抗 ・Aの話を鵜呑みにしてBのことを悪
て死ねばいいと言った」 議する。 くばかり言わないで、母親としてA
と母親に話す。 の本当の気持ちに気づいてほしいと思
う。
・Aと二人きりで話すことが必要であ
ると考え、Aに「本当にBはそう言っ
・担任に「ぼくもお家の たの」と聞く。
犬みたいに可愛がってほ ・Aの寂しい心のうちを理解し、担任
しかった。」と打ちあけ としてAの母親と信頼関係を築いてい
る。 く必要性を痛感する。
・「担任にはAの良いとこ ・Aのよいところをみつけ、幼稚園で
うも悪いところもすべて連 のAの様子をできるだけ母親に知らせ
絡してほしい」とCの母 るようにする。
親に話す。
図2　10月末の経過
に対処しながらも、Aの思いをできるだけ受け
入れるようにしていった。まだ、時々仮病を使
って欠席する日もあったが、次の日は元気に登
園してくる。担任は幼稚園でのAの様子やそ
のHのAの良かった点などを家庭にできるだ
け具体的に伝えていった。
（7）年が明けてからのAは、ほとんど休むこ
となく登園し、幼稚園で元気に生活できるよう
になる。自分の思いを素直に相手に伝えること
も次第にできるようになり、友だちとのトラブ
ルも少なくなった。幼稚園でのAの様子が変
わるなか、母親も心が安定し、保育者を信頼す
るようになっていった。
3　考察
（1）幼稚園や保育園での子どもの生活におい
て、ある子が別の子に噛みついて傷を負わせて
しまうことはよくある。そのような時どのよう
に対処するか、とりわけ、保護者にどのように
伝え、家庭との連携をはかりながらどう対処し
ていったらよいかは、保育者が日々直面する課
題である。最近は、園における子どものトラブ
ルやケガに過度に敏感になる親もいるので、保
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護者への対応は重要である。
（2）本事例で特に注蔭したいのは、5月末に
BがAに噛みつき傷を負わせてしまう出来事
があり、6月から10封にかけてAの母親は毎
Elのように運絡帳にAの家廃での様子を書い
てくるが、r据任への要望や不満を言ってくる
ことはなかった」のである。それなのに、ど
うして10月来の保護者の集まりの際、Aの母
親はみんなに、ギAが登園を渋るのは・・担任
との信頼関係ができていないためなのではない
か」と話したのか、ということである。結論か
ら書うと、担任とAの母親との問に信頼関係
がなかったからである。では、どうしてそのよ
うな状慧になったのか。
〈3）まず、子どものトラブルやケガに魁する
幼稚園全体の取り組みが必ずしも十分でなか
ったことがあげられる。最近の親は子どもの
トラブルに敏感になっているが、ケンカやト
ラブルは子どもの発達過程においてつきもの
であ1）、長い目でみれば子どもの発達におい
て意義があることを、さまざまな機会をとお
して保護考に伝えておくことが必要である。
また、莫際に幼稚園で子どものトラブルやケ
ガが起こった持の園としての対応の仕方を、
保護考にしっ力勢と伝え、理解を得ておく必
要がある。「最初に砦をつくれ」ともいわれる
ので、できれば入園説明会の時に保護者に鋼
の方釘、たとえば、「子ども同士のケンカやト
ラブルに親は口を出さない」「國で子どもがケ
ガをした珍傷を負った場合、責任は園にある」
などの方舞を伝えておくことも大切である。
　また、幼稚蟹でも、H頃からミーティングな
どで子どものトラブルに妙する園の方針を確認
し合い、共通理解をはかっておくことが必要で
あるeできれば、毎日のミーティングの際、各
保奪者に5ラブル等の有無を確認することが大
切であるbそして、案際にトラブルなどが発生
もた場合は、僕重に協議し、園長のリーダーシ
ップの下．壌全体で簸処していく必要がある。
　本事例で嫉、AがBに瞳まれて傷を負うと
いう趨来事が発生した後、Aの挺任であるS教
諭轄登の挺鑑と謡し合い．國長に確認を取っ
たうえで、それぞれの担任が各家庭に幼稚園で
起きたことについて電話で知らせている。その
際、Bの担任はBの母親に「謝った方がいい
か？」と聞かれたが、自分が見ていなかった時
のトラブルで、担任の責任もあるため「謝って
ほしい」と言えなかった。Bの担任には「謝っ
た方が良いのでは」という思いもあったのに言
えなかった。それがAの母親を怒らせ、「昨日
のことについて、相手宅より謝罪がない。なん
で謝らないのですか？謝ってほしい」と連絡
帳で訴えてくることにつながった。結果的には、
Bの担任の電話での判断ミスが、Aの母i親の幼
稚圃に対する不信感を生じさせる一つの原因と
なったのであるeそして、そのような判断ミス
があったのは、園長を中心に対応を十分に協議
し、園全体の統一方針を持っていなかったから
である。Bの担任の「自分が見ていなかった時
のトラブル」「担任の責任もあるため」という
言葉は、’園全体での対応ができていないことを
物語っているeそして、それは、保護者には全
く通用しない言い訳である。
（4）Aの担任の対応は適切であったのか。S
教諭作成の資料である図1によれば、「普段、
Aが原因で友達とのトラブルが発生してしまう
ことも多く、それを母親に伝えたいと思ってい
たこともあり、今回のトラブルに閲しても噛ん
でしまったBだけが悪いのではなくAとBの
両方に原因があったことを母親に話した」とあ
る。電話の詳細はよくわからないが、担任が普
段お宅の子どもが「原因で友達とのトラブルが
発生してしまうこと」が多く困っているという
気持ちで、園で傷を負わせられた自分の子ども
のことを連絡してきたならば、ほとんどの保護
者は不快感を持つであろう。勿論、その背景に
は、f自分勝手なところが多く思い通りになら
ないと友達に嫌なことを言ったり、遊びから抜
け出すことが多い」Aに手を焼いているS教諭
の姿がある。しかし、そのような気持ちをどこ
かに持ってS教諭がAの母親に電話したなら
ば、Aの母親の十分な理解を得ることは難しい
であろう。たとえ、「躍での出来事については、
担任の責狂が大きいと考えているので、そのこ
とについて詫び」たとしても、それは形式的で
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事務的なものになってしまうおそれがある。園
でトラブルが発生し子どもが傷を負った場合、
担任がその子に対して持っているマイナス・イ
メージを断ち切る必要があり、そのためには、
園長を中心とした対応が必要である。S教諭に
よれば、5月末のトラブルで、「Aの母親はB
とBの母親に不信感を持ってしまったように
感じた」とあるが、Aの母親は、担任をはじめ
幼稚園に対しても少なからず不信感を持ってし
まったのではないであろうカ㌔
（5）S教諭は、Aの母親にその日のうちに担
任として「自分の注意が足りなかった」ことを
電話で謝罪し、翌日にBの母親からAの母親
に謝罪の電話があったので、この件はこれで終
わりと考えた。そして、その後AとBのトラ
ブルはしばしば起こったが特別な対応をしなか
ったe結果的にはこのことが、Aの母親の担任
や幼稚園への不信感を増長させていったのでは
ないかと考えられる。
　Aの母親は、6月から10月にかけて、毎日
のように連絡帳に家庭でのAの様子、頑張っ
たことなどを書いてくる。これは、担任に「A
のことをもっとよく見てほしい」というシグナ
ルではないかeそのため、「担任への要望や不
満を言ってくることはなかった」わけである。
しかし、担任のS教諭は、こうした母親のシグ
ナルを十分に受け止めることができなかった。
　10月末、「Aが幼稚園でBに首をしめられ、
それが心の傷となって登園を渋っている」LとA
の母親が担任に訴えてきた時、担任のS教諭は、
「本当にBはAの首をしめたのであろうか」と
疑問を持つ。そして、「Aが登園を渋っている
のは母親の方に原因があるのではないか。もっ
と母親はAへの接し方を考えてほしい」と思う。
これは4月以来Aに苦しめられ、その原因は
Aの家庭での育ちにあると考えてきたS教諭の
素直な気持ちであろう。そして、そうした保育
者の気持ちを、保護者は敏感に感じてしまうの
である。
　人間は自分を肯定し、自分を認めてくれる人
に対しては、心を許して本音を言ったり、相手
の言葉も素直に受け止めることができる。しか
し、逆に、自分を否定されたり、信用されなか
ったりすると、心を閉ざしたり、自分を守るた
めに相手を攻撃したりする傾向がある。
　Aが登園を渋るようになった大きな原因は、
Aの母親が2匹目の犬を飼い、そちらに心を奪
われて、Aに十分目を向けることができなかっ
た、愛情を注ぐことができなかったことである
が、Aの母親はもはやそのことに気づく余裕を
失っていた。そして、Aが登園を渋るのは、　B
や担任のせいであると思い込んでしまった。そ
のため、幼稚園の展覧会での保護者の集まりの
際みんなに、「Aが登園を渋るのは・・担任と
の信頼関係ができていないためではないか」と
話したわけである。
（6）保護者の集まりの際にAの母親がみんな
に話した内容は、担任のS教諭に大変なショ
ックを与えた。自分の担任としての未熟さをみ
んなの前で指摘され、恥をかかされたわけであ
るから。「なぜ直接担任に言わず、そのような
集まりで言うのか。人のせいばかりにしない
で」ほしい、というS教諭の怒りはよくわかる。
そして、「母親としてもっと真剣にAと向き合
ってほしい」と願う一方で、自分もAと真剣
に向き合おうとする。
　そのような時、Aの母親が、「BがAの家の
犬なんて死ねばいいと言った」と担任に抗議し
てくる。この時もS教諭はAの母親の話に疑
問をもつが、Aと二入きりで話す必要性を感じ
る。そして、Aに「本当にBはそう言ったの」
と尋ねたところ、Aは本当の気持ちをS教諭に
話す。これはAが登園を渋りはじめてから、S
教諭が意識的にAと触れ合おうとしてきた成
果でもある。
　「ぼくもお家の犬みたいに可愛がってほしか
った」というAの言葉でAの本当の気持ちに
気づいたS教諭は、担任としての自分の未熟
さを反省し、Aの母親と信頼関係を築いていく
必要性を痛感する。すなわち、子どもの問題で
保育者と保護者が互いに相手のせいにしたり批
判し合ったりしていては、子どもは寂しい思い
をするだけで何の解決にもならない。子どもの
生活を豊かなものにしていくためには、園の保
育者と家庭の親の双方が、互いに相手を理解し、
信頼関係を築いていくことが不可欠なことに改
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めて気づかされたのである。そして、それまで
のAの慨親に対する認識を見直し、Aの母親
の希銀をできるだけ受け入れることで関係を修
復していこうとする。こうした担任の意識は、
Aの母親にも伝わるものである。
（7）11月末、Aの母i親はCの慨i親から「Aは
わがままね」「もっとお母さんに甘えたいので
はないか？」と言われてショックを受けたこと
を、握任に打ちあけてきた。これは大きな変化
である。Aの母親もCの母親の言葉からこれ
までの自分を反省し、Aのために自分がもっと
心を開いて変わらなければならないことを痛感
したのではないか。そこで、担任のS教諭は、
Aの本当の気持ちに気づいてもらいたいため
に、Aの飼い犬に対しての思いを母親に伝えた
のである。
　幼稚園と家庭とが連携を図るのはあくまでも
子どものためであるが、Aのために担任と母親
が協力していく体制が漸く整ったのである。A
の母i親は、Cの母親に「担任にはAの良いと
ころも悪いところもすべて連絡してほしい」と
話し、担任のS教諭もAの良いところを見つけ、
幼稚園でのAの様子をできるだけ母親に知ら
せるようにする。
　そうしたなかでAは元気に登園するように
なり、友だちとのトラブルも次第に少なくなっ
ていった。幼稚園でのAの様子が変わるなか
で母親の心も安定し、保育者を信頼するように
なっていった。保育者と親との心のつながり
は、子どもの育つ姿を通して培われていくので
ある。
（8）この事例を読んで、AとBのトラブルか
ら生じた問題を解決していくために果たした
Cの母親の存在は大きい。展覧会での保護者
の集まりの際のAの母親の発言を冷静に担任
に伝え、Aを安定させるためにCと遊べる場
を積極的に作り出す。また、11月末にはBも
加え、何人かの子どもたちと遊べる機会を作
る。そして、そうした子どもたちの遊んでい
る姿を実際にみながら、「Aはわがままね」「も
っとおかあさんに君えたいのではない？」と
Aの母親に話して、AとAの母親の問題点を
指摘する。こうした存在が保護者のなかにい
ることは心強い。
　しかし、AとBとのトラブルから生じた問
題の解決にどうしても必要だったのは、担任の
S教諭がAの母親への見方を変えることであっ
た。S教諭は4月以来Aに手を焼き、その原因
を家庭での育ちに求めた。そこで、Aの母親を
見る目は厳しく、Aの母親の言葉も素直に信じ
ようとしなかった。S教諭のそのような心はA
の母親に伝わり、相互不信の関係を生み出した。
そして、それが、展覧会での保護者の集まりで
爆発したのではないか。
　S教諭はみんなの前で大変な恥をかかされた
わけであるが、S教諭の偉いところはそこで自
分のものさしを見疸していったところである。
すなわち、Aとの関係を見直し、　Aの本当の心
を知り、AのためにAの母親との関係を見直
していったのである。それは、子どもの健やか
な成長を願う保育者本来の心から生じたもので
あり、そうした心は、同じように子どもの幸せ
を願う母親にも伝わっていったのである。
4　結び
　本事例は、多くの幼稚園や保育園で日々直面
する出来事であり、園と家庭との連携を考えて
いくうえで重要な問題を内包している。本事例
をふまえて、園での子どものトラブルやケガな
どに対して、幼稚園や保育園が家庭と連携して
いくうえで留意すべきことについて整理して結
びとしたい。
　第1は、子どもを中心にすえて連携を考えて
いくということである。幼稚園や保育園が家庭
と連携を図るのは、あくまでも子どものためで
あり、子どもの生活を豊かにし子どもの発達を
促していくためである。園での子どものトラブ
ルやケガに対しても、どうしたら子どものため
になるのか、という視点から、園と家庭とが共
に考え、互いに理解し合いながら、カをあわせ
て対処していくことが大切である。
　第2は、あらかじめ幼稚園や保育園の方針を
家庭に伝え、理解してもらうように努めること
である。幼稚園や保育園はそれぞれの理念や方
針に基づいて保育を行っている。子どものトラ
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ブルやケガなどについても、園の方針を日頃か
ら家庭にきちんと伝え、理解してもらうことで
ある。できれば入園時の説明会の際に、子ども
はケンカやトラブルを自分たちで解決していく
なかで生きる力を身につけていくことを伝え、
「子ども同士のトラブルに親は口を出さない」
等という園の方針を理解してもらうことが必要
である。
　第3は、保育者間で園の方針について日頃か
ら話し合い、共通理解を図っておくことである。
そして、毎日のミーティングなどで、子どもの
トラブルやケガがなかったかどうか各保育者に
確認する必要がある。幼稚園や保育園で発生し
た子どものトラブルやケガは、必ず園長が托握
し、園全体で対応できる体制を作っておくこと
である。このことによって、担任等の判断ミス
や独断専行を防ぐことができる。
　第4は、実際に、幼稚園や保育園で子どもの
トラブルやケガが起こった場合は、園長を中心
として関係者で迅速かつ慎重に協議して、園の
方針を決定することである。そして、園長のリ
ーダーシップのもと、園全体で対処していくこ
とが重要である。家庭には園で起こったことを
具体的にわかりやすく説明し、的確に伝える必
要がある。また、子どもがケガをしたり精神的
苦痛を負った場合は、理由の如何にかかわらず、
まず心から謝罪をすることである。
　第5は、保育者と保護者では、ものの見方や
受け止め方が違う場合がよくある。また、保護
者のなかにもいろんな考え方や価値観がある。
幼稚園や保育園で起こった子どものトラブルや
ケガに対しても、園と家庭では見解が異なった
り、当事者の子どもを持つi親同士全く違った受
け止め方をしてしまう場合もよくある。相手の
立場に立って考え、話し合っていくことが重要
である。幼稚園や保育園は、自らの判断や決定
を絶対的なものと考えずに柔軟に対応し、相手
の意見を十分に聞きながら誠意をもって対処し
ていくことである。
　第6は、幼稚園や保育園は、日頃から家庭
とのコミュニケーションをはかり、保育者と保：
護者が何でも話せる関係を作っておくことであ
る。その際重要なことは、保育者は保護者を指
導するという気持ちをすてて、保護者の立場
に立って考えるという謙虚な心を持つことであ
る。園での子どものトラブルの原因が家庭にあ
ると考えられる場合でも、家庭の問題点を指摘
するよりも、家族の気持ちやなぜそうなったか
を理解することがまず必要である。
　第7に、保育者と保護者の心のつながりは、
子どもの実際に育つ姿を通して生まれ、強めら
れていくものである。園でのその日の出来事や
子どもの様子、子どもの良かった点などを伝え
ながら、保育者は保護者と共に子どもの成長を
喜び合いながら、保護者との信頼関係を築いて
いくことである。この信頼関係こそが、幼稚園
や保育園と家庭との連携の原点であり、園での
子どものトラブルやケガの際最も大きな力とな
る。
　本稿では、幼稚園での子ども同士のトラブル
の事例を通して、園と家庭との連携の問題につ
いて考えてみた。本事例を報告していただいき、
多くのご指導を賜ったH幼稚園の園長、S教諭、
関係者の皆さんに心より御礼を申し上げます。
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